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1  小学校との異文化交流を
教員ならばだれでも知っている「国際理解

教育」。その歴史は，第二次世界大戦後，ユ
ネスコが提唱したことから始まりました。戦
争を起こさないためには，まずお互いを知る
こと，お互いの文化を理解することが大切で
あると考えたからです。「人類の平和な未来」
という大きな目的のためには，まず「お互い
を知る」という小さなことから始めなければ
いけません。人は，相手の顔が見えない，相
手のことをよく知らないという状況のとき，
不安を感じたり不信感を持ったりします。そ
れは自然なことですし，人間同士の関係とい
うものはそういうものでしょう。

さて，話は小中連携です。中学校の先生方
は，小学校と中学校の間に，何か不信感のよ
うなものが横たわっていると感じたことがあ
るでしょう。しかし，その不信感は，お互い
をよく知らないことに起因していることが多
いのです。お互い顔を合わせ，授業を見せ合
い，それぞれの努力や大変な状況を知るこ
と，そのような交流をすることで，不信感は
少なくなっていきます。そして小学校と中学
校の教員が，同じ方向を見ることができるよ
うになれば，不信感が消えるどころかプラス
の副産物がたくさん生まれてきます。先生方
が毎日のように行っている生徒指導と似てい
ます。教員同士が連携して，同じ姿勢で生徒
に対応する，保護者と教員が同じ方向を向く，
そのようなことで生徒の問題が収まっていく

ことを先生方も経験しているはずです。
中学校の先生方にお願いしたいことは，ま

ず実際に，小学校の授業を参観してください
ということです。研究授業でも学校公開週間
でもよいと思います。相手を知らなくては始
まりません。英語活動の授業でなくてもかま
いません。生徒が 50 分間座って授業を聞く
ことは当たり前と思っているかもしれません
が，そこまで成長するには小学校の先生方の
大変な努力があります。小学生は，つまらな
い授業であればすぐに飽きてしまいますし，
教室から出てしまう児童もいます。小学校で
1 年間授業を行った中学校英語科の先生は，

「45 分間，児童をひきつける授業をするのは
大変なことだと分かった」と話していました。

そして次に，小学校の先生方にも中学校の
英語授業を公開してください。英語を教える
専門家としての授業を見せてください。授業
に対する思い，工夫，生徒指導の大変さなど
を語ってください。そのようにしてお互いが
知り合い，頑張りや大変さを認め合う関係を
つくることが小中連携の第一歩であり，一番
大切なことだと思います。

2  南足柄小中の連携
次に，南足柄小学校（以下南小）と南足柄

中学校（以下南中）の小中連携について紹介
します。南足柄市は，平成 19 年度から市全
体の学校が幼小中一貫教育について，文部科
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はじめ市教委は大変協力的で，できる限りの
バックアップをしてくれました。私は授業プ
ランづくりを担当し，中学校英語科の兼務教
諭と ALT，市の英語教育部会に協力してい
ただき，実践をしていきました。

まだまだ英語に対して抵抗感を持っている
小学校の先生方に「英語活動は楽しい」と思っ
てもらえるように，市教委と一緒に計画を練
りました。①担任の負担を減らすこと，②自
信を持って授業ができるようにすること，③
喜び・達成感がある授業プランを工夫し，楽
しさを感じてもらうことなどです。具体的に
は，担任が話す英語表現も書き入れた詳細な
スクリプトを毎時間つくり，それを基に必ず
担任と打ち合わせをして，授業に臨むように
しました。そうすることで，自信を持って授
業ができるとともに，毎回の授業自体が担任
の研修の場となると考えたからです。スクリ
プトづくりは，気が遠くなるほどタフな作業
でしたが，これらは大変効果があり，担任の
先生方は自然に英語に親しんでくださるよう
になり，「英語活動は楽しい」と感じる先生
も増えていきました。

担任の先生が楽しそうに授業をしている様
子を見ることは，児童にとって，とても嬉し
いことです。児童をひきつける「喜び・達成
感がある授業プラン」を工夫してつくったこ

学省指定の研究開発学校となりました。私は
小学校の教員ですが，その研究の関係で小中
兼務教諭に任命され，週に 1 日，南中に英語
科の TT のため勤務しました。そこで私は，
小学校と中学校の文化の違いを感じると同時
に，中学校の大変さ，その中で頑張っている
先生方の姿を見てきました。また私同様，兼
務教諭となった南中の英語科の先生も，小学
校の担任と共に英語活動を行う中で，小学校
の先生方の細かい配慮や多くの教科を教える
大変さ，仕事の忙しさを感じたそうです。

ほかの教科でも，小中の教員が一緒に一貫
カリキュラムをつくったり，お互いに授業参
観したり，さまざまな交流をしたりすること
で，私の所属校である南小と南中は顔の見え
る関係になっていきました。幼稚園とも同様
です。幼小中で会食する機会を設けたりして，
お互いの敷居がずいぶん低くなっていきまし
た。そうなると，研究は進むものです。お互
いがやる気になります。もともと目的は同じ
なのですから。

3  小学校に英語を導入する
特に，英語教育部会は市の研究の柱の一つ

であり，今までなかった「小学校英語を創っ
ていく」という大きな任務があったこともあ
り，熱気がありました。中学校の英語科の先
生は，小学校英語に可能性を感じていました
し，私も何とかして本当に意味のある「英語
活動」にしていきたいと思っていましたから。
私は平成 20 年度から小学校英語活動の専科
となり，市内の各学校を 1 日ずつ回り，担任
と TT で授業をすることになりました。ほか
にも，中学校英語科の教員 1 名，ALT1 名が
配置され，市内の小学校 5・6 年生の年間 35
時間の英語活動はすべて，専科と担任の TT
で授業する体制が整えられました。教育長を
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とも功を奏し，このシステム導入前の平成
19 年 7 月に行ったアンケートでは，「英語活
動が好き」と答えた 6 年生は 57%でしたが，
研究最後の平成 22 年 3 月には 89%まで伸び
ました。また，市内の中学校英語科の教員と
小学校英語担当の教員が集まる会議を年に数
回行ったことで，現在，市内のどの中学校で
も，生徒が小学校英語活動で学んだことを共
通理解できており，それらを生かして授業が
行えています。中学校入学後の生徒の様子を
調査したところ，次のような傾向がありまし
た。 キラキラした目も健在です。

＜南足柄市中学校生徒の入学後の様子＞
① 英語の学習に対して意欲的である。
② �「聞く力」が養われており，分からない

場合もキー・ワードを聞き取ろうとい
う姿勢がある。

③ �「話すこと」に対して自信を持っており，
積極的にペア・ワークを行う。

④ �「書くこと」に意欲的であり，習得が早
い。

研究期間が終わった今，今後の課題は主に
2 つあります。「小学校英語活動の授業の質
を維持するためにどう工夫するか」，「中学校
英語が小学校英語活動の成果を受けて，いか
に授業改善をするか」ということです。

市教委が小中連携の体制を整え，熱意のあ
る人材がそろい，お互いにコミュニケーショ
ンを取りながら研究を進めていったことなど
で，南足柄市の英語教育の小中連携は素晴ら
しい成果を生みました。先生方の地域にはど
のような小中連携が必要なのか，そのために
どのような協力をし，どのようなシステムを
つくったらよいのか。目の前の子どもたちに
どのような授業を提供し，どのような力をつ
けさせたいのか。それらを真剣に考え，話し
合って行動を起こしてください。目的は一つ
です。皆がそれを心に刻めば，道は開けると

思います。

4  小学校英語の本質を
来年度，日本教育史上初めて「外国語活

動」が小学校に導入されます。今は創世記で
す。多くの小学校ではまだ，どうしてよいの
かはっきりした道筋が見えず，ピンチの状態
です。しかし，逆にめったにないチャンスで
もあります。それぞれの立場でしっかり考え，
エネルギーを注ぐことで，英語教育全体がよ
りよい方向に向かうことができるかもしれな
いのです。

そこで，中学校英語科の先生方に助けと
なっていただきたいのです。英語を教える専
門家の立場から，小学校英語を見極め，模索
している小学校の先生方に方向を指し示し，
アドバイスをお願いします。小学校英語のあ
り方を考えることは，先生方自身が今まで気
が付かなかった視点を持つことにもなると思
います。まず，中学校英語と質が異なる小学
校英語について知ってください。

では，最後に，「小学校英語の本質」につ
いて考えてみます。
1．『楽しさ，喜び』が伴う活動を
「英語活動」の目的は，英語を授業のツー

ルとして「コミュニケーション能力の素地」
を育成することです。そのための方法論を考
える前に，まず英語ではなく，母語である日
本語の「コミュニケーション能力の素地」を，
私たちはどうやって育んできたのかを考えて
みましょう。

私たちは，乳児期から幼児期にかけて，親
の愛情がこもったスキンシップ・表情・言葉
がけなどにより，人の温かさを感じるととも
に，気持ちが分かる，言葉が分かる『楽しさ，
喜び』を心に刻んできました。そしてそれら
のことがいつしか「自分も伝えたい」という
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意欲になっていきます。その後，言葉として
口に出して伝えたとき，言いたいことが言え
た『喜び』や，気持ちが伝わった『喜び』を
感じるようになっていきます。このように，
コミュニケーションには，『楽しさ，喜び』
が伴うからこそ，その素地が自然に私たちの
中に育成されてきたと考えられます。

新しい言語との出合いである小学校の英語
活動も，上記のことを考慮に入れ『楽しさ，
喜び』のある活動を行っていくことが，自然
であり，望ましいと考えます。

まず，児童が聞きたくなる内容を，意味が
推測可能な英語を使って構成し，『聞いて理
解できる喜び』を感じさせることができる授
業を目指すべきでしょう。乳幼児のように「聞
かせる」ことが最初です。ここに多くの時間
を注ぐ必要があります。そして次に，楽しみ
ながら自然に英語の表現に親しみ，レディネ
スを十分につくってから『話す，触れ合う喜
び』を感じさせる授業を行うことです。つま
り『楽しさ，喜び』が伴う活動を工夫するこ
とが，「コミュニケーション能力の素地」を
育成していくことにつながるのです。

心に『喜び』を刻んでいくことで，児童は
もっと英語を「聞きたい」「話したい」「人と
触れ合いたい」というエネルギーをためてい
きます。そのエネルギーがパワーとなって，
中学校の英語学習や日常のコミュニケーショ
ンに向かう。それが小学校英語の本質といえ
るでしょう。

2. 授業で育てたいこと
英語活動においても，スキルは大切です。

しかしスキル中心の英語活動で，単語や簡単
なフレーズを機械的に覚えても，興味や関心
が持てなければ頭打ちになるのは目に見えて
います。

スキルを押さえながらも，それ以上に大

切にしたいのは，①毎回の授業で児童の脳
に「喜びシナプス」をつくることです。「英
語って楽しい！」「聞いていたら分かった！」

「そうなんだ！」「友だちと触れ合うのって楽
しい！」「英語が読めた！」。このような 「喜
びシナプス」をどんどん増やしていく，その
ようなイメージを持って授業を構成し，授業
に臨んでほしいと思います。そして言葉の面
白さを扱った授業や国際理解の視点からの授
業，外国の方との交流体験などを通して，②
異文化への「あこがれ」を持たせるようにし
ます。それらの「喜び」や「あこがれ」が，
いつしか ③外国の人と関わりたい，英語で
コミュニケーションできるようになりたいな
どの「強い思い」に結びついていくと考えら
れます。

私は「英語の力」を使って，これらのこと
を育てていくことで，児童の心の扉を少しず
つ開くことができると感じています。そのこ
とは，まさに進んで人と関わろうとするコミュ
ニケーション能力の素地となるはずです。

残念ながら，具体的に「英語活動」の授業
をどう進めていけばよいのかについては紙面
の都合上お話しできません。しかし，本質を
外さないようにすれば，よい授業，よい連携
が実現できると思います。小学校英語を創
り，小中連携を進めていく道は平坦ではあり
ませんが，児童の可能性を引き出すやりがい
がある仕事です。一緒に道を切り開いていき
ましょう。




